
様式第2号（第1条の4関係）

電話　０９０（１２３４）５６７８

2 0 8

　　　　　　除

（表面）

児童手当・特例給付　認定請求書 提出年月日 ※受付確認年月日

愛知県愛知郡東郷町長　殿 令和  3 ・ 4 ・ 5 令和　　・　　・

請

求

者

（ふりがな） とうごう　たろう
②性別 男 ・ 女

③生年
月日①氏名

（法人名等） 東郷　太郎
⑥住所

（法人の主たる事
務所の所在地）

明治・大正

昭和・平成
１・２・３ ④職業

ア．被用者
イ．公務員
ウ．被用者等でない者

⑤配偶者
の有無 有 ・ 無

〒４７０－０１６２
⑦個人
番号 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2

１月１日時点の住
所（１～５月分は
前年、６～１２月

分は本年）

（上欄と異なる場合に記入してください）

⑧支払希望
金融機関

名称 支店名 口座番号 口座名義
銀行
金庫
信組
農協
漁協

支店コード
（３ケタ） 0 1 2 3 4 5 6

配

偶

者

等

（ふりがな）

⑪住所
（⑥と異なる

場合）

　ア.請求者と同じ

⑨氏名

　イ.下記のとおり

　　　三重県伊勢市○○町１丁目２番地3児童手当又は特例給付の支給要件の該当性を審査するため、市区町村が必要な税情報の公簿等の確認を行うことに同意します。

⑩職業
ア．被用者
イ．公務員
　（勤務先：　    　　）

ウ．被用者等でない者 ⑫個人
番号

１月１日時点
の住所（１～
５月分は前

年、６～１２
月分は本年）

（上欄と異なる場合に記入してください）

　ア.請求者と同じ

　イ.下記のとおり0 1 2

⑬
　
児
　
童

氏名 続柄 生年月日
同居・別居

の別
海外留学をしている

場合の出国年月 住所
監護の
有無

生計
関係

※児童との関係で、
　該当する場合に○印

※３歳未満の児童○印
※3歳以上小学校修了前
の児童○印

※小学校修了後中学校
修了前の児童○印

東郷　次郎 子
 平成
  ・　１ ・ ２ ・ ３
 令和

同 ・ 別
平成
 ・　　　年　　月
令和

同上 有・無
同一
・

維持

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

東郷　三郎 子
 平成
  ・　２ ・ ３ ・ ４
 令和

同 ・ 別
平成
 ・　　　年　　月
令和

同上 有・無
同一
・

維持

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

東郷　あやめ 子
 平成
  ・　３ ・ ４ ・ ５
 令和

同 ・ 別
平成
 ・　　　年　　月
令和

三重県伊勢市○○町
１丁目２番地3

有・無
同一
・

維持

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

 平成
  ・　　  ・     ・
 令和

同 ・ 別
平成
 ・　　　年　　月
令和

有・無
同一
・

維持

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

⑭加入している
公的年金制度の種別

ア．厚生年金保険
※以下の共済組合の組合員で
ある場合は括弧内に○を記入
してください。
（ 　 ）私立学校教職員共済
（  　）国家公務員共済
（ 〇 ）地方公務員等共済

イ．国民年金
ウ．その他（　    　）

⑮ 譲 渡 所 得 の 有 無 有 ・ 無
認定・
却下

認定・却下
年月日

支給開始年月 区分 手当月額

⑯扶養親族等及び児童の数　　　　人
令和　 ・ 　・ 令和 　 ・

・児童手当

・特例給付

　3歳未満分

　　　　　　　　円

　3歳以上小学校修了前分

　　　　　　　　円

　中学生分

　　　　　　　　円

　計　　　　　   円

控 除 後 の 所 得 額 所 得 制 限 限 度 額

⑰所得の状況
平成・令和　　年分所得額

円 円 円

※

審

査

平 成 ・ 令 和 年 分
所 得 の 合 計 額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　控

雑 損 控 除 額 医 療 費 控 除 額
小 規 模 企 業 共 済 等

掛 金 控 除 額
障 害 者 控 除 額
障 人 ・ 特 障 人

寡 婦 ・ 寡 夫 ・ 勤 労
学 生 控 除 額

児 童 手 当 法 施 行 令
第 ３ 条 第 １ 項 に よ る 控 除

円 円 円 円 円 円 80,000円

◎　裏面の注意をよく読んでから記入してください。　　※印の欄は、記入しないでください。字は、楷書（かいしょ）ではっきり書いてください。

岐阜県岐阜市○○町１丁目２番地３

東郷町大字春木字羽根穴1番地

東郷　花子
とうごう　はなこ

ゆうちょ 二〇八 トウゴウ　タロウ

9 1 23 4 5 6 7 8

うち老人控除対象配偶者及び老人扶養親族の合計数 人

被用者：会社員など、会社で厚生年金保険

に加入している方

被用者等でない者：個人事業主など、自身
で国民年金・東郷町国保に加入している方
や扶養に入っている方

昨年1月1日時点の住所：1～ 5（6）月請求

本年1月1日時点の住所：6～12（1）月請求

昨年1月1日時点の住所：1～ 5（6）月請求

本年1月1日時点の住所：6～12（1）月請求



備考
１． 必要があるときは、所要の変更又は調整を加えることができる。
２． 受給資格者に周知することにより、注意事項を省略することができる。

（裏面）

注意

１ ① の 欄 は 、 請 求 者 が 個 人 であ る 場合 は 氏名 を 、法 人 であ る 場合 は 法人 名 及び 代 表者 氏 名を 記 入し て くだ さ い。

２ ⑥ の 欄 は 、 請 求 者 が 個 人 であ る 場合 は 住民 票 上の 住 所を 、 法人 で ある 場 合は 主 たる 事 務所 の 所在 地 を上 欄 に記 入 して く ださ い 。

ま た 、 請 求 者 が 個 人 で あ り、 本 年（ １ 月か ら ５月 ま での 月 分に つ いて は 、前 年 をい い ます 。 ）１ 月 １日 に 他の 市 町村 （ 特別 区 を含 み ます 。 以下 同 様で す 。） に 住所 を

有 し て い た 場 合 は 、 当該 住 所を 下 欄に 記 入し て くだ さ い。

３ ⑦ の 欄 は 、 請 求 者 が 個 人 であ る 場合 の み1 2桁 の個 人 番号 を 記入 し てく だ さい 。

４ ② 、 ③ 、 ④ 、 ⑤ 、 ⑭ 、 ⑮ 及び ⑰ の欄 は 、 請 求 者が 法 人で あ る場 合 は記 入 する 必 要は あ りま せ ん。
５ ⑨ 、 ⑩ 、 ⑪ 及 び ⑫ の 欄 は 、２ 人 以上 で 児童 を 養育 （ 監護 し 、か つ 、生 計 を同 じ くす る かま た は生 計 を維 持 する こ とを い いま す 。以 下 同様 で す。 ） して い る場 合 に記 入

し て く だ さ い 。 「 配 偶者 等 」と は 、児 童 を養 育 をす る 配偶 者 、未 成 年後 見 人等 を いい ま す。 な お、 配 偶者 に は、 児 童を 懐 胎し た 当時 婚 姻の 届 出を し てい な いが 、 請求 者
と 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同様 の 事情 に あっ た 者を 含 みま す 。

⑪ の 欄 は 、 配 偶 者 等が 他 の市 町 村に 住 所を 有 する 場 合に 住 民票 上 の住 所 を上 欄 に 記 入 して く ださ い 。ま た 、配 偶 者等 が 本年 （ １月 か ら５ 月 まで の 月分 に つい て は、

前 年 を い い ま す 。 ） １月 １ 日に 上 欄と 異 なる 市 町村 に 住所 を 有し て いた 場 合は 、 当該 住 所を 下 欄に 記 入し て くだ さ い。
６ ⑬ の欄は、請求者が 養育 をする 1 8歳に達する日以後の最初の ３ 月 3 1日 ま での 間 にあ る 全て の子について、記入してください。
７ 児 童 が 海 外 に 留 学 し て い る場 合 は、⑬ の「 海 外留 学 をし て いる 場 合の 出 国年 月 」の 欄 に、 い つか ら 留学 し てい る か（ 出 国し た 年月 ） を記 入 して く ださ い 。

８ ⑬ の 「 生 計 関 係 」 の 欄 は 、次 に よっ て 記入 し てく だ さい 。
ア 「 同 一 」 は 、 児 童 が 請 求者 自 身の 子 であ る 場合 や 請求 者 が未 成 年後 見 人又 は 父母 指 定者 で ある 場 合で 、 請求 者 がそ の 子と 生 計を 同 じく し てい る とき に 〇で 囲 んで

く だ さ い 。

イ 「 維 持 」 は 、 児 童 が 請 求者 自 身の 子 でな い 場合 で 、請 求 者が そ の子 の 生計 を 維持 し てい る とき に 〇で 囲 んで く ださ い 。
９ ⑭ の欄は、請求者の請求の日における公的年金制度の加入の状況について、次により記入してください。

ア 加 入 し て い る 公 的 年 金 制度 に つい て 、「 ア 」か ら 「 ウ 」 まで の いず れ か該 当 する も のを ○ で囲 ん でく だ さい 。 「 ウ 」 を○ で 囲ん だ 場合 は 、（ ） 内 に そ の 年 金 の

名 称 を 記 入 し て く だ さ い 。

イ 「 ア 」 を ○ で 囲 ん だ 場 合で 、 第四 種 被保 険 者又 は 高齢 任 意加 入 被保 険 者（ こ れら の 者が 保 険料 を 自ら 全 額負 担 して い る場 合 に限 り ます 。 ）で あ ると き は、 当 該欄
の 余 白 に 「 四 種 」 又 は 「 高任 」 と記 入 して く ださ い 。

1 0 ⑯ の 欄 は 、 市 町 村 民 税 又 は特 別 区民 税 にお け る控 除 対象 配 偶者 及 び扶 養 親族 の 合計 数 を、 ま た［ ］ 内 に は 、 こ の う ち 老人 控 除対 象 配偶 者 及び 老 人扶 養 親族 の 合計 数

を 記 入 し て く だ さ い 。

な お 、 請 求 者 の 親 族 で は ない が 、前 年 の1 2月 3 1日 に 請求 者 が生 計 を維 持 した 児 童が あ った 場 合は 、 その 数 を加 え た数 を 記入 し てく だ さい 。

い ず れ も な い 場 合 は 、 「 なし 」 と記 入 して く ださ い 。

1 1 ⑰ の 欄 は 、 請 求 者 の 前 年 （１ 月 から ５ 月ま で の月 分 につ い ては 、 前々 年 をい い ます 。 ）の 所 得に つ いて の 市町 村 民税 又 は特 別 区民 税 の総 所 得金 額 、退 職 所得 金 額、

山 林 所 得 金 額 、 土 地 等に 係 る事 業 所得 等 の金 額 、長 期 譲渡 所 得金 額 、短 期 譲渡 所 得金 額 及び 先 物取 引 に係 る 雑所 得 等の 金 額の 合 計額 か ら８ 万 円を 控 除し た 額を 記 入し

て 下 さ い 。
な お 、 市 町 村 民 税 又 は 特 別区 民 税で 雑 損控 除 、医 療 費控 除 、小 規 模企 業 共済 等 掛金 控 除、 障 害者 控 除、 寡 婦（ 寡 夫） 控 除又 は 勤労 学 生控 除 を受 け た場 合 は、 そ れぞ

れ の 額 を 更 に 控 除 し た額 を 記入 し て下 さ い。
1 2 こ の 請 求 書 に は 、 次 の 書 類を 添 えて 提 出し て くだ さ い。な お、 当 該書 類 によ り 証明 す べき 事 実を 公 簿等 （ マイ ナ ンバ ー 制度 に よる 情 報連 携 を含 み ます 。 ）に よ って

市 町 村 長 （ 特 別 区 の 区長 を 含み ま す。 以 下同 様 です 。 ）が 確 認す る こと が でき る とき は 、当 該 書類 は 省略 す るこ と がで き ます 。
ア 児 童 が 他 の 市 町 村 に 住 所を 有 する 場 合は 、 その児 童の 住 民票 の 写し 又 は住 民 票記 載 事項 証 明書 で あっ て 、そ の 児童 が 世帯 主 であ る 場合 に はそ の 旨、 そ の児 童 が世

帯 主 で な い 場 合 に は 世 帯 主と の 続柄 が 記載 さ れた も の
イ 児 童 が 海 外 に 留 学 し て いる 場 合は 、 当該児 童が 日 本国 内 に住 所 を有 し なく な った 日 の前 日 まで 引 き続 き ３年 を 超え て 日本 国 内に 住 所を 有 し、 教 育を 受 ける こ とを

目 的 と し て 外 国 に 居 住 し てい る こと を 明ら か にす る こと が でき る 書類
ウ 児 童 が 請 求 者 自 身 の 子 であ り 、請 求 者が そ の児 童 と別 居 して い る場 合 は、 請 求者 の その 児 童に 対 する 養 育の 状 況を 明 らか に する こ とが で きる 書 類
エ 請求者が未成年後見人である場合は、当該事実を明らかにすることができる書類

オ 請 求 者 が 父 母 指 定 者 で ある 場 合は 、 当該 事 実を 明 らか に する こ とが で きる 書 類
カ 児 童 が 請 求 者 自 身 の 子 でな い 場合 は 、父 母 とそ の児童 と の養 育 関係 及 び請 求 者と そ の 児 童 との 養 育関 係 を明 ら かに す るこ と がで き る書 類 （請 求 者が 未 成年 後 見人

又 は 父 母 指 定 者 で あ る 場 合を 除 く。 ）

キ 生 計 を 同 じ く し な い 配 偶者 等 と別 居 し、 児 童と 同 居し て いる 場 合は 、 当該 事 実を 明 らか に する こ とが で きる 書 類


